
層雲峡 一 網 走

  5班  短 食2の2

本郷、 松広,藤 田,宮 川,

西島,藤 井、 堀部,堀,細 川,

 7月20日(第6日 目)

 今日で北海道旅行も6日 目。快晴に恵 まれ早朝,層 雲峡を出発する。パ スの両側は深い

谷底,ま るで函の中にいるようである。ここか ら大函,小 函 と言う名前が出た らしい。銀

糸s流 星,銀 河の滝がある。大函で下車 して記念撮影 。この付近轍帯には,葉 の直経が1

mも あるような山 ブキが生えている。フキを傘にちよつとスマシ顔。峡谷を過 ぎると森林

地帯で トドマツ ・エゾマツを主に した素晴 らしい原始林。通っている道路は大雪国道 。

林間を登 りっめたところが石北峠。北海道で.....番高い峠であるとい う。石北峠を下って行

くとイ トムカ水銀鉱山があり,こ こでは病院等あらゆる設備が整っていて,ち よつ とした

町の感が ある。ここの水銀鉱山では日本の水銀の95%が 生産されると言 う。

 も う大分バスに揺 られて退屈 な旅が続 く◎そろそろ,睡 眠 にもあきてきた頃である。後

何時間揺 られるのかな、 と思つて時計をみるともう12時 過 ぎである。 「あ ら,ま だ昼食

をしてないんだわ。」いつもならまだこちらのお腹が空いていない頃 とか,遅 くとも12

時 までに食ぺ させていただいているのに……。こうい うところで食物科とい うことが現わ

れて くる。皆,Oよ り○気 の方が発達 しているらしい。家並みはまだ見当 りそ うにない。

バスの両側には遠 くな り近 くな りして,ず っ と丘が続 く。この付近はスズ ランの産地であ

るとい う。 ガイ ドさんの話`こよると,ス ズ ランは乳牛を飼っている農家には嫌われるとい

う。なだ らかな丘 を見ていると心 まで広々 として くるようである。やっと御飯`こあ りっけ

たのが午後2時 頃。急 ぐ心をせ きたてて,お もむろに井のふたをあけた ら北海道 うまいも

の名物の一つであ る,か に井であつた。お腹が空いていた事 もあつたが,朝 か ら天気が良

かったので,と てもおい しかつた。このかに御飯に,チ ーズを使用 している。いない・で,

意見が対立 したので,こ の際,作 り方を北海道旅行のお土産にと,ち やっか り調理場へ聞

きに入つて行った。このかに御飯の材料は.か に,パ ター,砂 糖,塩,紅 生姜。作 り方は.

いとも簡単で,パ ター一を溶かし,か にのほ ぐしたのを充分炊めて御飯の上に置 き,紅 生姜
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の線切を色良 く置けばよいのである。

昼食が終ると又バスの旅が続 く。お腹が一杯になると眠 くなるのが常で,別`'見 る所も

なく皆,眠 っている。今晩の宿泊地は網走。バスは0路 網走に向つて進む。
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